
、
一

'

毛

歩

"
、
内
1
 
＼

'
、
↑
ト
、

一
で
k

斧
れ
六
礎
の
見
N
図
と
式
と
が
.
胤
別
に
な
り
咏
木

に
関
す
る
同
地
の
あ
る
へ
脚
芋
が
解
訊
す
る
と
い
う
後

Π
吻
.
1
.
Ⅱ
り
き
え
k
じ
六
0

、
黒
碑
縁
起

函
鮮
巾
巾
戸
町
人
謬
地
相
鴨
へ
,
川
災
の
,
払
Y
心
L
こ

.
W
P
パ
ル
ー
Ⅲ
Ⅱ
の
夕
川
を
、
」
す
氾
念
汎
力
在
る
こ
と

は
山
の
^
^
地
図
忙
も
尓
さ
れ
ク
ク
シ
ー
の
^

厭
乎
も
知
っ
て
い
る
力
こ
オ
は
V
和
二
十
ゾ
ヰ
印

^
^
^
」
^
ア
゛
^
^
心
^
^
Π
^
^
^
^
L
、
^
ヒ
^
^
、
わ
^

金
を
窃
せ
、
そ
の
上
火
塚
総
長
の
筆
跿
を
刻
っ
た
火

W
製
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
も
送
っ
て
恊
力
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
よ
り
す
っ
L
L
以
狗
か
、
ー
フ
、
同
所
介

^
^
^
^
^
一
^
.
^
^
^
、
^
^
^
、
、
リ
J
^
」
'
^
^
^
:
^
十
^
」
し
^
L

は
と
の
可
也
右
上
心
と
交
友
ら
の
以
め
 
J
あ
り

河

志
社
本
1
傍
課
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
ょ
る
明
朝
活
字

体
の
銘
、
ビ
ニ
ー
ル
帳
り
木
製
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
作
り
、

昭
羽
一
^
^
^
什
^
打
一
^
日
、
^
め
て
^
、
・
・
^
^
^
乢
^
へ
心

肺
の
雌
に
掲
げ
新
倒
も
こ
れ
を
縦
道
し
北
。
^
^

森
1
晃
氏
編
「
.
1
光
非
小
"
」
(
昭
刃
一
、
五
舮
迎

余
録
、
旧
羽
二
十
七
作
の
条
は
、
お
し
い
こ
と
栓

か
に
1
轡
鄭
の
こ
の
列
冷
訶
"
し
て
い
る
。
.
慥
突
と

い
う
も
の
は
こ
ん
な
匝
に
し
て
小
火
か
ら
速
、
ざ
か
っ

て
行
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

箱
楯
紀
行

'
、

史

同

端

発

メ
る
・
ノ
ー
一
.
日
 
1
、
/
 
4
ぷ
り
に
木
洗
の
土
J
ハ
」
,
上

^
^
^
/
J
^
U
 
^
^
剣
^
し
^
^
d
門
^
^
・
ν
^
^

り
、
^
^
^
^
^
^
"
.
^
レ
.
^
^
」
^
^
、
^
、
^
^
,
^
^
^
^
^
^
^
^
」

を
踏
介
し
た
。
結
釆
は
愆
外
の
収
穫
と
な
っ
た
の
み

な
ら
ず
、
三
十
八
年
前
私
が
描
い
た
啄
木
の
旧
墓
ω

こ
の
欄
は
伍
号
執
笊
打
を
変
え
る
。

先
ず
北
の
端
か
ら
始
め
る
が
必
ら
ず

し
も
^
円
的
^
庁
に
ょ
ら
な
い
。
(
'
X
)

刃
い
ギ
^
^
は
^
袖
f
り
し
、
^
^
と
い
う
"
笊
ω
1
^
御

を
戌
さ
れ
た
様
イ
で
森
巾
唯
光
氏
こ
よ
り
て
「
汀
島

ノ

小
^
^
古
^
^
U
^
^
^
(
昭
和
台
工
午
刊
)
^
^
^
'
^
^
^

柚
き
^
て
い
る
。
 
r
1
,
丁
^
よ
リ
ν
み
の
く
た
ら
ぬ
呼
い
川

カ
、
、
^
る
 
J
 
1
^
、
小
^
^
「
N
d
元
餅
リ
ー
ノ
ト
ナ
,
ー
ノ
こ
よ
り

活
字
本
八
行
ま
で
.
穫
.
止
し
て
諾
み
卜
し
た
。
八
打

の
う
ら
叫
力
所
の
Υ
ι
・
上
ナ
か
あ
っ
九
。
伊
え
ぱ
内
河
^
に

「
近
H
」
と
あ
る
が
沌
ナ
木
に
は
「
を
＼
」
と
あ

は

然
し
こ
の
糺
行
は
ポ
.
与
の
も
佃
北
か
力
わ
ら
ず
一

寸
勺
を
・
乙
、
た
い
。
.
り
,
、
.
^
勺
セ
の
心
・
,
y
 
^
"
^
の
」
リ
き

L
^
」
^
、
^
、
一
と
^
 
J
、
b
r
^
^
^
^
^
^
^
^
^
ー
^

方
ω
人
文
等
を
知
り
得
ろ
興
味
深
い
文
献
で
あ
る
。

居
留
地

詞
将
」
に
ょ
れ
ば
乗
船
快
風
丸
は
三
河
卜
一
Π

配
Ⅱ
河
を
窕
し
、
四
門
二
十
一
日
函
処
~
入
礼
し
て

、
る
そ
^
日
^
.
、
ル
金
こ

ノ
ザ
h
吽
こ
和
M
ン
」
へ
鯏
斜
す
:
:
:
第
P
近
労

ω
洪
岐
屋
英
三
,
倒
の
家
を
宿
と
:
・
0
 
、
^
一
、
、

と
^
る
^
J
P
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
力
 
t
ト
、
β

の
港
1
一
劉
山
の
雄
姿
1
は
少
の
よ
う
美
し
い
。

利
の
踏
在
の
1
心
は
こ
の
縛
ω
の
牡
で
あ
る
。
築

島
と
は
埋
め
た
て
の
人
造
島
で
あ
る
が
、
器
W

鎌
砥
、
万
延
元
(
一
八
六
9
年
刊
行
「
官
詐
祭

士
女

ネ
 
n
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歴
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^
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^
ト
^
^
^
一
^
^
^
^
^
小
^
^
^
^
^
^
^
リ
^
'
^
^

八
人
叫
)
価
ω
野
は
築
島
を
「
外
人
居
留
地
と
表

示
し
、
そ
の
位
櫛
も
明
ら
か
で
、
往
か
、
レ
コ
は
橋
で
述

絡
き
れ
、
好
落
す
と
外
人
は
孤
立
す
ろ
。
災
測
の

結
巣
こ
の
築
島
か
坑
在
の
相
矯
n
庫
敷
地
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
^
^
、
そ
の
^
き
さ
は
川
司
Ⅱ
肌
黛
所
歳

「
器
甜
染
史
一
に
ょ
り
凡
そ
喫
行
(
南
北
)

四
十
岡
、
幅
(
東
西
)
 
1
岡
ほ
ど
ω
長
方
形
で
あ

る
こ
と
力
わ
か
る
。
ま
た
削
湃
小
の
文
久
.
ル
(

八

六
一
)
午
の
擢
爽
十
行
(
僻
.
淡
路
守
Y
父
冉
に
ょ
る

と
、
こ
こ
こ
繋
器
語
1
州
と
「
述
上
川
俳
岐

が
」
す
な
わ
ち
秒
関
力
あ
り
こ
れ
ら
の
商
鯨
は
ム

軒
す
っ
カ
ム
こ
河
い
あ
二
L
な
ら
び
小
火
に
通
り
力

あ
っ
た
。
通
り
ω
一
方
は
街
へ
器
ω
橋
に
つ
づ

き
、
一
方
は
沖
ω
木
肌
と
述
欝
す
る
伝
蠣
舟
を
打
け

る
'
勿
所
こ
な
「
て
い
る
。
^
ー
を
評
い
た
福
L
y
之

ヒ
門
氏
の
動
め
た
ボ
ー
タ
ー
商
会
も
こ
の
築
H
田
に
あ

り
、
右
の
生
打
文
k
H
に
ょ
る
と
梼
を
波
っ
北
力
仙
か

カ
リ
^
嗣
力
そ
オ
^
あ
一
九

脱
出
の
と
こ
ろ

光
k
の
莢
文
川
刷
様
こ
上
る
と
、
人
刀
卜
刈
H
夜

か
ね
て
の
し
め
し
あ
わ
せ
に
ょ
り
、
函
鮮
山
の

、

ι、艶
の
神
明
輪
'
慕
辺
方
を
出
て
途
中
犬
の
碇
え

巻
堀
き
下
駄
を
ぬ
き
拾
て
、
は
だ
し
で
ホ
】
タ
}
商

お
明
る
し
こ
の
,
門
什
゛
智
^
す
る
波
(
監
器
長
)

ヘ
ム
の
,
伶
寸
氏
を
y
ね
た
'
伶
1
戈
よ
逃
智
門
肌
力
ら
,
止

が
つ
く
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
狼
ぎ
恬
て
え
ド
駄
を

拍
い
こ
一
J
き
さ
ら
こ
,
N
の
・
人
L
力
ら
,
1
巾
易
へ

^
^
を
^
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
^
筋
も

^
災
口
も
,
^
て
そ
ω
W
識
を
鄭
刈
弓
る
こ
と
力
一
じ
き

る
。
小
舟
こ
乗
り
こ
む
と
こ
ろ
を
礁
1
央
か
淮
何
し
、

艾
仰
の
礼
上
^
カ
、
つ
ま
く
そ
の
"
兆
」
つ
く
、
"
・
て
い

る
力
そ
の
上
四
力
、
一
レ
田
ι
手
の
一
卜
班
,
こ
秒
関
の

分
宅
か
あ
っ
た
の
だ
か
、
呈
吏
の
目
に
つ
か
ぬ
力
が

ι

築

1

オ
厄
議
と
し
ぇ
一
驫
所
て
め

さ
て
こ
の
築
島
の
街
に
佃

し
六
一
m
は
明
治
1
仟
の
地

図
で
は
既
こ
N
め
住
て
ら
れ

て
'
次
ω
よ
う
に
ヰ
紗
き
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
三
^
の

也
1
施
L
も
^
小
^
力
隹
刈
さ
オ
る

^
ー
も
.
一
広
P
ゾ
;
冷
」
Y
 
ナ
る

場
所
だ
け
は
岐
造
の
あ
と
か

四
川
め
、
』
n
ず
、
ペ
リ
ー
の
日

^
「
^
Ⅲ
延
b
^
所
西
こ
門
^
え

る
の
と
詞
じ
ゆ
る
や
か
な
傾

七
J
一
一
゛
こ
'
U
1
^
ノ
ー
仔
゛
ご
Y
1
け
九
 
L
1
,
1
代
の

こ
ω
と
き
の
裟
絵
に
ょ
る
と
、
先
生
は
姉
さ
ん
冠
り

に
乎
拭
を
"
り
、
川
繊
詠
に
ょ
る
と
、
外
史
維
何
ω
と

き
は
4
州
中
こ
力
ら
だ
を
伏
辻
ら
n
た
浜
子
で
十
め
る

こ
の
一
歩

^
力
こ
こ
を
游
1
た
と
き
は
タ
^
で
凪
も
な
く

港
内
ω
あ
る
か
な
い
か
ω
う
ね
り
が
櫛
遠
に
寄
せ
て

は
引
き
引
い
て
は
寄
せ
て
い
た
。
こ
の
波
打
際
を
ム

一
歳
の
先
ル
、
か
一
歩
ま
た
か
れ
る
こ
と
の
戊
功

1

气

余
倫
'
一
山
半
ほ
ど
の
心
六
た
み
か
海
水
に
つ
つ

く
。
(
之
卜
参
熈
)
く
り
迭
し
て
い
う
か
、
こ
の
喩

立ミ
*

゛
)
、
か
、
そ
し
て
,
佃
1
氏
の
望
胆

こ
よ
り
凸
^
府
の
^
す
^
^
彬
か

れ
た
瞬
m
か
、
口
本
の
よ
^

史
教
力
史
、
松
史
に
、

き
ら
こ
n
人
の
人
主
脱
こ
遍

人
な
冉
裟
を
付
け
勿
え
る
こ

と
に
な
っ
北
の
だ
と
忠
う

戸
」1

と
、
庁
秋
Y
U
丁
云
「
た
の

か
、
午
川
斐
も
な
く
、
抑
え

英
し
ル
心
松
^
薪
、
ゞ
L
オ
孑
ナ

北
み
に
^
を
お
ら
し
た
ま
ま

^
く
北
ち
去
る
こ
L
L
.
P
で
き

0

な
か
っ

た
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